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施 大 事 項 循環型社会の形成に向けた取り組み

策 中 事 項 ＦＲＰ船リサイクル 海事振興部

名 小 事 項 ＦＲＰ船廃船処理対策の推進

沈廃船の把握・調査

一般ボートユーザー等へ使用済みＦＲＰ船の廃船の際、ＦＲＰ船リサイクルシ

ステムの利用を推進していくため効果的な情報発信と自治体廃船の排出促進に向

け関係者と協議を深めていく。具体的には、以下の施策を行う。

2６

年 （１）ＦＲＰ船廃船処理対策

度 ・「舟艇利用対策連絡会議」を通して自治体、海上保安庁、舟艇関係団体等と

の 地域の廃船問題について情報交換を進め、リサイクルシステムの活用を促進

計 していく。

画 （２）ＦＲＰ船リサイクルシステムの定着に向けた取り組み

・自治体の廃棄物処理対策と連携し、自治体の市民向け広報誌等への掲載を進

めていく。

・一般ボートユーザーが参加するボートイベント等を通じて地域のマリン関係

団体である（一社）日本マリン事業協会（旧：（社）日本舟艇工業会）等と

連携し、ＦＲＰ船リサイクルシステムの周知広報を継続的に行っていく。

【計 画】

一般ボートユーザー等へ使用済みＦＲＰ船の廃船の際、ＦＲＰ船リサイクルシ

ステムの利用を推進していくため効果的な情報発信と自治体廃船の排出促進に向

け関係者と協議を深めていく。具体的には、以下の施策を行う。

（１）ＦＲＰ船廃船処理対策

2５ ・一般ボートユーザーが参加するイベント等を通じて地域の関係する団体であ

年 る（一社）日本マリン事業協会と連携し、ＦＲＰ船リサイクルシステムの周

度 知広報を継続的に行っていく。

の ・「九州地区舟艇利用対策連絡会議」等を通して自治体、海上保安庁、舟艇関

計 係団体等と地域の廃船問題を情報交換し、リサイクルシステムの活用を図っ

画 ていく。

と （２）ＦＲＰ船リサイクルシステムの定着に向けた取り組み

評 ・自治体の廃棄物処理対策と連携し、自治体の広報誌等への掲載に向け協議を

価 進めていく。（

達 【評 価】

成 （１）FRP船廃船処理対策

度 ・ボートショー「２０１３九州ボートショーin北九州」「２０１３長崎マリン）

フェスタ」「２０１３熊本ボートショー」において、一般ボート利用者に対

し、使用済みFRP船リサイクルシステムの活用について、周知広報を行っ

た。

・平成２６年１月３０日「九州地区舟艇利用対策連絡会議」を開催し、自治体

等が取り組む廃船処理状況とシステム活用においての課題等、情報交換を行

い、地域で効果的な運用が図れるよう情報の共有を行った。

（２）ＦＲＰ船リサイクルシステムの定着に向けた取り組み

・九州地方整備局と地域の沈廃船の現状について情報交換を行い情報の入手に

努めた。


